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昭和 39 年 6 月巧日 ス
 

ー
 

 ユ
 

ー
 ー
  

政
 

市
 

ク
砂
漠
 
の
 
夢

ク
 

空
も
大
地
も
蒼
白

く
 

だ
だ
つ
び
ろ
い
 

た
ま
ら
ず
叫
ん
だ
声
も
 

こ
だ
ま
と
な
ら
ず
 

む
な
し
く
消
え

て
 

月
の
真
下
で
 

影
が
短
か
く
地
に
落
ち
 

か
す
か
に
ゆ
れ

た
 

陽
が
地
平
に
沈
ん
で

か
ら
 

か
な
り
の
と
き
が

経
つ

の
に
 

露
の
訪
れ
な
い
砂
丘

は
 

カ
サ
カ
サ
の
ま
ま
静

か
で
あ
る
 

ふ
る
さ
と
の
夢

は
 

い
つ
も
さ
び
し

く
）
池漠
と
し

て
い
る
 

(l ) 	（昭和33年9月1日第3種郵便物認可） 

明
 
日
 f
を
 

近
 
い
、
 

（
ル

・ー
 

農
業
は
曲
り
か
ど

に
き
た
と
よ
く
言

わ
れ
ま
す
。
 こ
れ

は
他
産
業

の
収
人

が
増
え
て
ゆ

く
割

合
に
対
し

て
、
農

業
の
そ
れ
は
、
ま
 

こ
と
に
低
い
か
ら

で
す
。
 し
か
し
当
市
に

と
つ
て

農
業
は
将
来
と
も
主
産
業

の
位

置
に
あ
る
こ
と
は
変
り
あ
り
ま

せ
ん
。
 

そ
こ
で
市
で
は
農
業
の
建
直

し
を
図
り
、
他
産
業
と
の
収
入
 

築
 

く
 

化
農
業
 

の
開
き
を
少
し

で
も
少
な
く
し

よ
う
と
農
業
構
造

改
善
事
業
を

通
じ
て
農
業
の
近
代
化

を
推
し

進
め
、

明
日
の
明
る
い
農

業
を

築
く
た
め
努
力
し

て
い
ま
す
。
 

い
ま
農
業
構
造

改
善
事
業
を

実
施
し
、
大
き
く
前
進
し

つ
つ

あ
る
地
区
の
現
地
の

状
況
を
紹

介
し
、
参
考
に
供
す

る
こ
と
に

し
ま
す
。
 

柳
沢
地
区
伽巻
一
 

、一
現
地
の
状
況
 

梅
田
地
区
は
市
内

で
最
も

り
ん
ご
栽
培

歴
史
の
古
い
と
”
』
つ

で
す
。
と
こ
ろ
が
最

近
で
は
他
の
地
区
と

同
じ
く
人
手
が
不
足

し
て
い
る
な
ど

で
、
 

そ
の
発
殿
が
停

滞
状

況
を
み
せ
て
い

ま
し

た
。
 そ
こ
で
地
区
の

有
志
の
方

4
が
何
回

か
集
ま
り
、
み
ん
な

で
力
を
合
わ

せ
て
大

き
な
発
展
を
は
か
ろ

う
と
い
う
こ
と
r
衆

議
が
ま
と
ま
り
、

梅

田
地
区
り
ん
ご

共
同

防
除
組
合

（
組
合
長
 
 

前
旧
正
氏
）
が
生
れ
ま
し

た
。
 

組
合
員
六
三
名
、
関
係
面
積
四

九

（
ク
タ
ー
ル
て
、
三
十
八
年

の
春
か
ら
発
足
し
た
も
の
で

す
 

△
新
設
し
た
施
設
 

ス
ピ
ー
ド
ス
プ
レ
ヤ
ー
三
台

事
業
費
七
七
五
万
円
、
格
納
庫

二
棟
で
事
業
費

一
一
二
〇
万
円
 

（
以
上
約
半
額
補
助
）
を
完
成

し
、
ほ
か
に
貯
水
槽
（
配
管
付
）
 

の
施
設
も
整
え
て
い
ま
す
。
 

ま
た
今
年
は
こ
れ
に
つ
ら
な

る

一
環
事
業
と
し
て
一
〇
二
〇

メ
ー
ト
ル
の
樹
園
地
の
農
道
を

総
事
業
費
二
四
七
〇
万
円
で
本

格
的
に
整
備
す
る
計
画
が
t
た

れ
て
、
今
年
八
月
一
日
に
着
工

し
、
九
月
末
日
ま
で
に
完
成
す

る
こ
と
に
決
定
を
み
て
い
ま
す
 

△
施
設
の
利
用
状
況
 

三
台
の
ス
ビ
ー
ド
ス
プ
レ
ヤ
 

ー
を
梅
川
上
班
、
梅
田
下
班
‘
 

中
泉
班
に
そ
れ
ぞ
1
1配
首
し
て

い
ま
す
。
班
で
は
作
業
計
画
表

に
基
い
て
各
係
員
が
出
動
し

て

薬
剤
徹
布
を
お
ニ
な
い
ま
す
。
 

一
日
の
作
業
時
間
は
朝
五
時

か
ら
タ
方
五
時
ま
で
で
す
が
、
 

休
憩
時
問
な
ど
が
あ
り
、

ス
ビ
 

ー
ド
ス
プ
レ
ヤ
ー
の
実
働
時
間

は
約
四
時
問
四
〇
分
ぐ
ら
い
で

八
（
 ク
タ
ー
に
に
三
三
、
八
四

〇
リ

・
ト
ル
撤
布
で
き
ま
す
。
 

も

つ
と
具
体
的
に
言
い

ま
す

と
、
 一
回
か
ら
七
回
ま
で

は
一
 
 

〇
フ
ー
ル
当
り
薬
飢
蜜

三
〇
六

リ
ツ
ト

ル
、
時
間

に
し
て
三
分

八
回
か
ら

一
二
回
ま
で
は
五
四

〇

リ
ツ
ト

ル
で
四
分
の
時
間
を

要
し
ま
す
。
 

作
業
に
あ

た
つ
て
は
、
組
合

員
が
交
互
に

出
動
し
、

責
任
を

も
つ

て
作
業
を
お

こ
な
つ
て
い

る
の
で
、
今
ま
で

の
よ
う
に
個

々
に
薬
剤
を
撤
布

す
る
と
い

う

手
数
が
全

く
い
ら
な
い
わ
け
で

す
。
 こ
う
し
て
労
働
力
を
大
き

く
省
く
こ
と
が
で

き
、
良
質

の

り
ん
ご

を
収
穫
す
る
期
待
が
も

た
れ
る

よ
う
に
な
つ
た
の
で

す

こ
の
よ
う

に
明
る
い
希
望
が

も
た
れ
、

将
来
は
現
状
を
さ
ら

に
強
化
し

て
、
冷
蔵
庫

な
ど
も

施
設
し
、
共
同
阪
売
体
制
を
確

立
す
る

こ
と
が
、
組
合
員

の
願

望
と
な
つ
て
い

ま
す
。
 

△
前
田
組
合
長
談
 

『
農
業
経
営
は
生
産
か
ら
販

売

ま
で
総
合
的
に
考
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
も
の
で
、
近
代
化
施

設
だ
け
が
構

造
改
善
で
は
な
い

り
ん
ご

に
は
農
道
も
必
要
で
あ

る
。
流
通
機
構
に
つ
い

て
も
意

を
配
し
、

共
同
出
荷

の
体
制
も

確
立
す
べ
き
で
、
良
い
り
ん
ご

を
多
量

に
生
産
し
 
高
い
価
格

で
阪
売
す
る
と
い
う
こ
と
で
な

け
れ
ぱ

な
ら
な
い
。
 み
ん
な
仲

よ
く
豊
か
な
村
を
造

る
と
こ
ろ

に
農
業
構
造
改
善
の

主
旨
が
あ

る
』
と
語
つ

て
い
ま
す
。
 

（写
真
説明
畿
織
把
 

現地訪間 
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(2) ス
 

ユ
 

ー
 
ー
  

政
 

市
 

昭和 39 年 6 月 15 日 

所

得

税
 
を
 
減
 
ら
 す
 

昭
和

3
9年
度
上
半
期

の
種
痘
 

（
ほ
う
そ
う
）
 の
接
種
を

つ
ぎ

の
と
お
り
お
こ
な
い
ま
す
。
 

一
 

A
対
象
者
 

【
 

①
昭
和
3
8年
 

トつ
  

8
月
ー

日
か
ら

昭
和

3
9年
3
月
 

よ
 

3
1日
ま

で
に
生

ま
れ
た
赤
ち
や
 

け
 
ん
。
 

②
昭
和

3
8年
 

●

つ
 7
月

3
1日

ま
で

に
生
ま
れ
た
も
 

の
で
、
ま
だ
種
 

痘
を
し

て
い
な

い
乳
幼
児
。
 

△
料
金
 

一
人
十
円

（
た

だ
し
、
‘
活
保
 

護
の
世
帯
に
属

す
る
赤
ち
や
ん

は
無
料
で
す
）
 

△
受
け
る
と
き
の
注
意
 

①
母
子
手
帳
を

持
参
く
だ
さ

し
 ②

入
浴
を
さ
せ
、
清
潔
な
は

だ
着
を
着
用
さ
せ

て
く
だ
さ
い
 

△
日
 
程
 

（
カ
ツ
コ
内
は
実
施
場
所
）
 

五
所
川
原
、
小
曲

（
湊
団
地

十
川
町
を
含
む
）

地
区

（
西
北

中
央
病
院
講
堂
）

6
月

2
2日
ー
 

時
1
4
時
 

三
好
地
区
（
三
好
診

療
所
）
 

6
月

2
2日
ー
時
1
3
時
 

飯
詰
地
区
（
飯

詰
支
所
）

6
 
 

月
2
3日
ー
時
1
3
時
 

長
橋
地
区
（
長
橋
支

所
）

6
 

月
2
3日
1
0時
3
0分

ー
1
2時

中
川
地
区

（
中
川
支
所
）
6
 

月
2
4日
ー
時
1
3
時
 

七
和
地
区

（
羽
野
木
沢
小
）
 

6
月
2
4口
1
0時
3
0分
ー

1
2時

栄
地
区

（
栄
支
所
）
 6
月
2
4
 

日
ー
時
1
3
寿
 

梅
沢
地
区
（
梅
沢

支
所
）

6
 

月
2
5日
ー
時
1
3
時
 

毘
沙
門
、
長
富
地
区
へ
毘
沙

門
小
）
6
月

2
6日
ー
時
1
3
時
 

松
島
地
区

（
松
島
支
所
）

6
 

月
2
6日
ー
時
1
3
時
 

な
お
、
都
合
に
よ
り

う
け
な

か
つ
た
方
は
、

6
月
2
9日
ー
時
 

1
4
呼
ま
で
西
北
中
央
病
院
講

堂
で
う
け
て
く
だ
さ
い
。
 

わ
た
く
し
た
ち
が
、
楽
し
く

テ
レ
ビ
を
見
て
い
る
と
き

：
！
ラ

ジ
オ
に
耳
を
傾
け
て
い
る
と
き

…
画
面
に
目
ざ
わ
り
な
シ

マ
模

様
や
、
黒
と
白
の
点

々
が
入
つ

た
り
、
 ガ
ー
ガ
ー
、
パ
リ
バ
リ

と
い
う
よ
う
な
音
が
入
る
こ
と

ぐ
ら
い
、
い
ら
だ
た
し

い
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

雑
音
の
原
因
は
、
電
気
ド

ーフ

イ
ャ
ー
、
電
気
パ
リ
カ
ン
、
電
気

ド
リ
ル
、
自
動
車
、

ネ
オ
ン
、
 

申

請
 

所
得
税
の
納
期
は
第

一
期
は

七
月
、
第
二
期
分
は
十

一
月
と

な
つ
て
お
り
ま
す
が
、

第

一
期

分
の
納
税
を
し
な
け
れ
ば

な
ら

な
い
方
に
は
、
六
月
十
五

日
ま

で
に
税
額
等
が
通
知
さ
れ
ま
す

通
知
さ
れ
る
税
金

の
基
礎
は
前

年
分
の
税
額
で
す
か
ら
、

今
年

に
な
つ
て
か
ら
、
廃
業
や
、
休

業
の
た
め
、
ま
た
は
火
災

や
盗

難
で
通
知
さ
れ
た
税
金
よ

り
少

な
く
な
る
見
込
み

の
方
は
、
計

算
の
基
礎
を
明
ら
か
に
し

て
減

額
申
請
書
を
六
月
末
日
ま

で
に

税
務
署
に
お
出
し
く
だ
さ

い
。
 

配
電
線
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
雑

音
は
防
止
で
き
ま
す
。
 

雑
音
で
お
困
ま
り
の
方
は
、
 

東
北
電
力
五
所
川
原
営
業
所
、
 

ラ
ジ
オ
店
、
郵
便
局
に
お

申
し

出
く
だ
さ
い
。
係
員
が
お

伺
い

し
て
防
止
措
置
を
い

た
し
ま
す

な
お
、
六
月
二
十
四
日
、

飯
詰

地
区
を
特
定
地
区
と
し

て
、
 一

掃
運
動
を
お

こ
な
い
ま
す
。
 

は
 
六
 月
中
 
に
 

な
お
、
く
わ
し

く
は
税
務
署

に
お
間

い
合
せ
く
だ
さ
い
。
 

七
和
高
等
学
校
 

校

歌
で

き

る
 

市
立
七
和
高
等
学
校
で

は
、
 

八
日
、
市
長
は
じ

め
来
ひ

ん
、
 

父
兄
な
ど

が
集
ま
り
、
校
歌

の

発
表
会
が
お
こ
な
わ
れ

た
。
 

作
詞
 
佐

々
木

四
郎
 

作
曲
 
阿
 

保
 

健
 

①
た
た
な
づ
く
 

焚
珠

の
嶺
の
美
し
く
 

朝
陽
い
づ
れ
ば
明
の
空
 

彩
雲
横
た
ふ
丘
の
上
 

七
和
高
等
学
校
学
び

舎
著
し
 

あ

、
 
希
望
の
殿
堂
 

わ
れ
ら

創
造
 

こ
こ
に
研

か
ん
 

②
郷
里

は
 

果
園

の
ほ
と
り
馨
し

く
 

陽
光
満
つ
れ
ば
 

も
の
各

々
の
 

生
命
育
く
む
丘
の

上
 

七
和
高
等
学
校
学
び
舎

厳
し
 

あ
あ
 
真
理
の
殿
堂
 

わ
れ
ら
心
 

こ
こ
に
学
ば
ん
 

⑧
見
は

る
か
す
 

沃
け
き
平
野
岩

木
峯
 

斜
陽
か
が
よ

へ
ば
 

茜
そ
ら
 

穂
波
連
な
る

丘
の
上
 

七
和
高
等
学

校
学
び

舎
寧
し
 

あ
あ
 
平

和
の
殿
堂
 

わ
れ
ら
教
へ
 

こ
こ
に
希
は
ん
 

●

、
、
、‘、
、
、
？
ー

‘
 

一種痘（ほうそう）を 

お
宅
の

ラ
ジ

オ
・
テ
レ

ビ

は
 

雑

音
が

入
り

ま
せ
ん
か
 

(6 月 21 日～ 30 日） 

〇稲 作・・・低温に備えた管理と病害虫防除の徹底 

①イネカラバェの防除・・・本虫の発生は年た多くなり
つうあり、ことしも 6 月下旬から 7 月上旬が低温の予
想ですので、産卵の状況に注意し、最盛期（産卵株率
で80%、普通 6 月25日～ 7 月 5 日,につぎの薬剤で防
除につとめる0 

◇ EPN乳剤 1000倍液か、 フエンカプトン乳剤 1000 
倍液をboa当り140k 撤布する。 

◇EPNl.5％粉剤か、 フエンカプトン3%粉剤、また
はペスタン 2%粉剤を1 Oa当り 3~4 句撤布する。 

②深層追肥の時期・・・適期は 10. 5~ 11 .5葉期（田植後 
40-45日『出穂前 35日位）であるが、天候に大きく左
右されるから追肥の時期を誤まらないよう注意する。 

③止草時の除草剤の使用…止草時に特に草の多いと
ころは手取り（拾い草）をしてからMCP~BまたはM 
cPをにa当り成分で30-35gを使用すそ。 

〇りんご・・・‘仕上げ摘果に万全を期せ 

①摘果がおくれると葉の枚数が多くても小玉となる

更に来年の花芽のでき方が悪く、不足することもある

から補正摘果も、この期間中に終るようにする。 

②国光の仕上げの実すぐりは全着果量の 50-60％を 

3 年枝に、20-30％を 4 年枝に、 それ以上の枝令に相

％前後ならせるのが普通である。 

③ハマキムシの防除適期は、 6 月27日頃の予想であ

り主として新梢の先を加害するから枝先に充分薬液が 

I 附着するように撤布する。 

i 	 （農業改良普及所） 

〇
連
合
国
占

領
軍

等
の
行
為
な
ど

に
よ

る
被
害
者
等
に

対
す

る
給
付
金
の
支

給
は

今
年
十
二

月
十
九
日

で
請
求
の
権
利
が
な

く
な
り
ま
す
の
で
、
 

ま
だ
請
求
し

て
い
な

い
方
は
、
仙
台
防
衛
 

施
設
局

長
あ
て
申
し

で
て
く
だ

さ
い
。
 

〇
市
民

文
化
会
館
へ

の
忘
物

男
子
用
コ
ー
モ
リ
傘
 

一

婦
人

用
 
衿
 
巻
 
一

布
ぶ
 
と
ん
（
小
）
 

一

婦
人
用
白

布
手
袋
 
一

会
館
事

務
室
で
あ
ず
か
つ

て
お

り
ま
す
。

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
 

お Lり也 
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